
○学術・教育・文化及び地域の発展に関する各分
野における協力関係を深め、双方の発展と充実に
寄与することを目的に、国立大学法人北海道大学
北方生物圏フィールド科学センター森林圏ステー
ション北管理部天塩研究林と包括連携協定を締結
しました。協定期間は３年と定めておりますが、
将来にわたり地域振興等に関係を築いていきたい
と考えている。樽の素材となるミズナラ材の提供
について提案したことを契機に、特産品開発の一
環として、町独自の展開によるワイン樽の試験製
造を進めることとした。日本国内に流通するワイ
ン樽は、ほとんどが輸入品であり、試験製造と並
行して、樽を活用した地域振興策についても検討
したいと考えている。

○学校教育について
 稚内地区管楽器個人及びアンサンブルコンサートで、ソロ
では幌延中学校２年生荒牧杏佳さんがサックスで銀賞、アン
サンブルでは金管三重奏と管打六重奏にそれぞれ１組、計９
人が参加し、金賞、銀賞を受賞しました。
 北海道中学校スキー大会アルペン競技に幌延中学校２年生
岡桃果さんが出場し、ジャイアントスラローム、スラローム
の２種目で入賞しました。
 平成₂8年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査の北海道
教育委員会が作成する報告書に、本町の状況等を掲載するこ
とに教育委員会も同意しました。
○社会教育について
 冬休みに、学習習慣の定着を図るための朝活プロジェクト
を開催しました。漢字学習や英会話、ニュースポーツ等を行
い、参加者からも好評でした。

行政報告̶町長 教育行政報告̶教育長
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も
増
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し

た
。
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平
成
28
年
度
幌
延
町
立
診
療

所
特
別
会
計
補
正
予
算

　
決
算
見
込
み
に
よ
る
精
査
を

し
た
結
果
、
7₂
万
６
千
円
を
減

額
し
た
３
億
１
千
８
百
4₅
万
円

と
す
る
。

　
旭
川
医
科
大
学
基
金
へ
の
寄

付
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は
１
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い
く
ら
か
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法
人
等
は
１
口
₅0
万
円
か
ら

と
な
っ
て
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る
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寄
付
は
今
回
１
度
き
り
な
の

か
、
こ
れ
か
ら
も
あ
る
の
か
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今
後
の
成
り
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き
に
よ
っ
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は
少
し
の
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で
ま
た
お
願
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す
る
こ
と
も
あ
る
が
決
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で
は

な
い
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釧
路
孝
仁
会
か
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も
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付
金

の
依
頼
が
あ
っ
た
時
は
ど
う
す

る
の
か
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協
定
の
中
で
お
付
き
合
い
を

し
て
い
く
。
今
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。
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・
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回

２
月
８
日
・
４
月
₂₅
日

情
報
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進
常
任
委
員
会
報
告

○
子
ど
も
議
会
の

　
　
　
　
実
施
に
つ
い
て

　
町
議
会
で
は
、
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
達
が
議
員
と
な

り
、
一
般
質
問
を
行
う
「
幌

延
町
子
ど
も
議
会
」
を
開
催

す
る
こ
と
と
し
、
開
会
に
向

け
て
協
議
を
進
め
て
き
た
。

　
こ
の
「
幌
延
町
子
ど
も
議

会
」
を
通
じ
て
、
議
会
の
仕

組
み
や
町
づ
く
り
等
の
町
政

に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深

め
て
も
ら
い
、
町
政
参
画
意

識
の
醸
成
を
図
る
ほ
か
、
選

挙
権
年
齢
等
の
₁8
歳
へ
の
引

き
下
げ
措
置
に
伴
い
、
早
い

時
期
か
ら
選
挙
に
関
心
を
持

っ
て
も
ら
い
、
議
会
制
民
主

主
義
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

平成29年
幌延町子ども議会（幌延中学校）を

開催します
開催日時　5月11日（木）
　　　　　午前9時30分開会予定
開催場所　幌延町役場3階　議場

　幌延中学校２年生が、町政に対する一般質
問を行います。


